応募件名：[　]　｜会社団体：　[　]　




第11回　技術経営・イノベーション大賞　応募用紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年　　月　　日
	応募件名　　[]内に記載願います
	[　]　

	会社／団体名　　[]内に記載願います
	[　]　

	推進者

	氏名（ふりがな）
	（筆頭者）　　　　　　　　　　　　　　　

	
	所属・役職
	

	
	Email
	

	
	所在地・電話
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL

	
	氏名（ふりがな）
	　　　　　　　　　　　　　　

	
	所属・役職
	

	
	Email
	

	
	所在地・電話
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL

	
	氏名（ふりがな）
	　　　　　　　　　　　　　　

	
	所属・役職
	

	
	Email
	

	
	所在地・電話
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL

	連絡者
（※）
	氏名（ふりがな）
	　　　　　　　　　　　　　　　

	
	所属・役職
	

	
	Email
	

	
	所在地・電話
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL

	（※）連絡者：当会事務局から連絡する際の窓口の方
  ◎他薦の場合は記入してください。（特になければ記載不要です。）
推薦者の氏名（ふりがな）
推薦者の会社／団体名
推薦者の所属・役職
推薦者のEmail
推薦者の所在地・電話
〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL


	※概要～備考まで4ページでまとめてください。写真、図や表を挿入しても構いません。
　概要は500字以内で、かつ写真、図や表を含めて1ページ以内でまとめてください。
　各欄は記入内容によって自由に伸縮してください。記載のない欄は、タイトル名だけは残してください。
　その他、記載要領に従って記入してください。



	概要（本イノベーションの概要とポイントがわかるように、500字以内かつ1ページ以内でまとめてください。）


	1 社会的意義

	

	2 シーズやシーズの活用

	技術シーズ


	技術シーズが社外の場合、その経緯


	外部との連携〔産学・産産・産官〕　有・無（いずれかに○をし、内容を記載）


	3 イノベーションによって生み出した具体的な内容
(該当する項目のみ記載いただき、全項目を埋める必要はございません。秀でている項目を評価します)

	製品の変革：新しい製品・サービスの投入　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	顧客の変革：新しい市場の開拓　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	生産方式の変革：新しい生産方式・既存ラインの画期的活用　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変革の前・後の内容、またはその工夫の内容を記載。既存生産ラインでの工夫も「有」とします。）


	供給源・調達の変革：新たな供給・調達元の創出　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	ビジネスモデルの変革：新たなビジネスモデルの創出　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	組織・マネジメントの変革：新たな組織・マネジメントの創出　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	その他の変革　有・無（いずれかに○をし、有の場合は変化の前・後の内容を記載）


	4 事業化・アウトカム

	事業化の時期


	事業化までの課題・乗り越えた困難


	上記困難を克服するためにとったアクション・克服策


	上記のアクション・克服策に対する組織やマネジメントの革新


	イノベーションによって生み出した製品の販売数、市場シェア、新たな売上高と雇用者数
（過去５年間の累積値と単年の両方について記載してください。事業化して５年を経過していない場合、直近の累積値と今後の予測値を合わせた５年分を単年毎に記載願います。具体的な数値が記載できない場合、桁数（何億個、何億円、何十人）の記載を是非お願いします。本応募のみの利用であれば、その旨を記載ください。公表出来ない場合もその旨記載してください。）


	

	競合あるいは類似の事業や技術


	今後の展開


	参考資料・公表資料


	受賞歴


	備考




